
令和2年度　学校自己評価結果

評価値 学校自己評価
１　理念・目的・育成人材像は定められているか 3.50 理念や目的についてガイダンス等により周知しているが、機会あるごとに教職員を含め浸透させていく

２　学校の特色はなにか 3.50 ITに根差した教育と人間形成について、学科ごとに職種と技術習得分野で特色を出していく

３　学校の将来構想を抱いているか 3.00 IT教育を踏まえた、社会人教育や中高生への職業体験教育などに範囲を広げITの浸透をはかる

４　運営方針は定められているか 3.25 各部署による業務計画書を策定し、執行しているが説明と議論が不足と考えている。

５　事業計画は定められているか 3.25 事業計画は、毎年定めており、教職員に展開をしている

６　運営組織や意思決定機能は効率的なものになっているか 3.25 組織のスリム化ははかられており、ライン・スタッフ制にて対応している。

７　情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3.50 基本となる業務システムが存在するが、更新の時期がきており検討課題となっている

８　業界の人材ニーズに向けて正しく方向づけられているか 3.75 教育課程編成委員会を設置し、業界の動向や情報を反映できるようにしている。

９　到達することが可能なレベルに明確に、定められているか。 3.25 教科目標を定め、学生の到達度と定着度について、試験等により把握している

１０　カリキュラムは体系的に編成されているか。 3.25 年度末に、カリキュラム会議、外部の委員による会議を経て、毎年の見直しを行っている

１１　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをされているか 3.75 体系的な科目群と、難易度により、履修学年を定めている

１２　授業評価の実施・評価体制はあるか 3.00 毎年、各期において授業アンケートを実施して授業及び講師評価を行っている

１３　育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 4.00 法令に基づいて、専任講師数を確保している

１４　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 3.00 学則に明記し、シラバスなどで学生に事前に告知と説明を行っている

１５　資格取得の指導体制はあるか 3.25 該当講義以外にも、講座を展開し履修できるようにしている

１６　地域社会との連携や地域性を活かした教育活動が行われているか 0.00 不足しており、今後の課題である

１７　就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図られているか 3.00 就職担当者を置き、企業対応と学生対応を行い、専門性と個人の希望とのマッチングをはかっている

１８　資格取得率の向上が図られているか 2.50 毎年のカリキュラムの見直しを行い、目標資格の設定と取得率の向上を目指している。

１９　退学率の低減が図られているか 3.80 父母懇談会の実施による課程の協力体制、担任制による学生把握と指導を行っている。

２０　卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 2.50 卒業生については、同窓会組織により個別の情報収集を行っている。

２１　就職・進学指導に関する体制が整備され、有効に機能しているか 3.25 キャリアセンターの開設による、就職情報の提供と指導を行っている

２２　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 3.00 個別相談は担任が主体となり対応しているが、教員全員が学科、学年の垣根なく対応する体制を取っている。

２３　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 3.25 学費納付の遅延や分割に対応、入学者に対して各種の奨学金制度を設定している。

２４　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 2.50 医務室を設置し、疾病により病院、医院との協力体制を敷いている

２５　課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 0.00 課外活動を奨励し、顧問の下、安全管理を行っている。

２６　保護者と適切に連携しているか 3.00 父母懇談会の実施、父母の個別相談など、常に受付をしている。

２７　卒業生への支援体制はあるか 3.50 卒業生の就職先を就職担当者が訪問し、本人との面談等により情報を収集している

２８　留学支援や海外との連携による国際教育交流の体勢があるか 0.00 今後の課題となっている。

２９　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3.50 毎年、施設のメンテナンス、実習設備の更新等、計画的に実施し、提供している

３０　学外学習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 0.00 地域内のインターシップは可能となっているが、海外研修は検討課題である

３１　防災に対する体制は整備されているか 3.50 防災のマニュアル化と避難訓練の定期実施をおこなっている

３２　学生募集活動は、適正に行われているか 3.25 発信する資料等については、正確性、明瞭性、公正とし、適性に運営している。

３３　学生募集において教育成果は正確に伝えられているか 3.25 教育の成果については、父母には懇談会、出身高校等にたいして訪問にて報告を行っている

３４　入学選考は、適切かつ公平な基準に基づき行われている 3.25 入学要項に基づいて明瞭性、公平性に行っている

３５　学納金は妥当なものとなっているか 3.25 他校から比較して、妥当な納付額に設定している

３６　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3.00 18歳人口の減少の中、最近の入学者数は増えており、今後は固定費の削減を遂行する

３７　予算、収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.25 理事会の決裁のもと、適性に運営している。

３８　財務について会計監査が適正に行われているか 3.50 法令に基づいて実施し公開している。

３９　財務情報公開の体制整備はできているか 3.25 年度ごとに、公開している。

４０　法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 3.25 理事会、評議委員により、法令に基づいて学校運営の実施を行っている

４１　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 3.25 法令に準拠し、保護と対策を行っている

４２　自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3.25 評価の実施は定期に行い、問題点について、優先順位を付けて対策と予算を集中している

４３　学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 3.75 社会人教育に施設等の提供を行うなど、学生に影響のない範囲で実施している

４４　学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 0.00 学生自身の動きがまだない状態であり、積極的に学校側がサポートしていきたい
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